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学位論文内容の要旨 
 
本研究では、複雑で実製品に近い形状のMMC（金属基複合材料）の作製が容易であり、あわせて生
産性に優れ、実生産への展開が容易であると考えられる高圧凝固鋳造法により作製したMMCに着目し、
その高強度化について検討した。 
短繊維やウィスカとアルミニウム合金を高圧凝固鋳造法により複合化し、アルミニウム合金の主要な
合金元素であるシリコンやマグネシウムの量を適正化して、複合化による強化効果が十分に発現される
マトリクス組成の最適化を試みた。また、アルミニウム合金の有効な強化法である熱処理の条件を適正
化することによってMMCの高強度化を試みた。 
短繊維やウィスカの強化効果に及ぼす諸因子の影響を明らかにするため、強化材とマトリクス中の晶
出物の量や晶出形態との関係について明らかにした。また、強化材とマトリクス間で生じる界面反応や、
界面反応にともなう強化材の脆化、およびマトリクス組成の変化について解明した。室温および高温で
の引張強さと強化材の破壊挙動との関係、および破壊挙動に及ぼす晶出物や界面反応の影響を明らかに
した。さらに、強化材やマトリクスおよび界面状態の変化にともなうMMCの機械的性質や時効挙動へ
の影響を明らかにして、MMCを高強度化するに有用な知見を得た。 
より軽量なマトリクスとして、強化材との界面反応に対して活性なマグネシウム合金を用いたMMC
を高圧凝固鋳造法により作製し、得られたMMCの高強度化について検討した。室温および高温での引
張強さに及ぼすマトリクス合金組成の影響、および界面反応と破壊挙動の関係について検討を加え、ウ
ィスカによる強化効果が十分に発現されるマトリクス合金について明らかにした。さらに、マグネシウ
ム合金基MMCの有望な強化材としてMg2Si化合物に着目した。Mg2Si化合物をマトリクス中に分散させ
ることにより、強化効果が発現されることを明らかして、軽量で高強度なin-situ反応により生成した
Mg2Si粒子分散MMCを提案した。 
 論文審査結果の要旨 
 
 本研究は，自動車の構造材料としての短繊維強化金属基複合材料について，実製品に近い形状の作製
が容易で，生産性にも優れ，実生産への展開が容易である“高圧凝固鋳造法”を用いアルミニウムおよ
びマグネシウム複合材料を作製し，合金元素および熱処理条件の最適化を行って，高強度化を検討した
ものである。 
 具体的な成果は， 
１． アルミニウム合金に関しては，短繊維やウイスカーの強化効果に及ぼす因子として短繊維とア
トリックス中の晶出の関係，および短繊維とマトリックス間の界面反応の強度に及ぼす影響を明ら
かにし，複合材料の強度化への指針を提供した。 
２． マグネシウム合金に関しては，合金組成と界面反応の影響を明らかにし，更に，マトリックス
中にin-situ反応によるMg2Si粒子分散した高強度複合材料を提案した。 
 
 同君の成果は，学術誌へ４編の論文として掲載されている。これら全ての論文で，同君が第１著者で
ある。 
 
 以上の研究成果から総合的に判断すると，同君の論文は学位（博士）論文として十分に値する。 
